



































































 生徒数は約 450 名で、ほとんどが就職をする。一般受験をして大学へ進学する生徒はい
ない。生徒指導にかかる子どもたちも多く、チャイムが鳴っても遅れて教室に戻ってきた
り、中抜けをしたりする。勉強については「やってもできない」「したことがない」など前
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向きな姿勢が見られない。“学び直し”が本校のテーマで、小学校、中学校でやり残したこ
とをもう一度学び直して、高校の範囲まで結びつける、この子どもたちにどうやって「で
きた」「分かった」などの喜びを体感させるかを日々の目標としている。 
例えば、分数の計算が分からないときは、実際にペットボトルに水を入れて目で確認さ
せたり（ 
ଵ
ଶ ൅
ଵ
ଷ ൌ
ଶ
ହ にならないなど）、三角比を使って校舎の高さを計算させたりした。た
だの計算だけではなぜそうなるのか分からなくても、実際に体験させることによって印象
も付き、理解も深まる。そして何より、分かったときの喜びが大きくなる。 
 また、本校には問題集がない。今年度から数学科の教員が、本校生徒のために独自の問
題集を作成している。北陵生は何が苦手か、どこで躓くのかなど、経験を生かして形にし
ているところである。 
 数学科の教員として、子どもたちに「分かる」「できる」「楽しい」という気持ちを少し
でも持ってもらいたい。まだまだ試行錯誤の日々だが、子どもたちに感動を与えられるよ
うな教員を目指して精進していきたい。（大塚絵理） 
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